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１．北地域 （小松原、相模が丘、広野台2丁目） 

２．東地域 （さがみ野、東原、ひばりが丘、南栗原） 

３．中央東地域 （栗原、栗原中央、相武台、広野台１丁目、緑ケ丘） 

４．中央西地域 （入谷西、入谷東、立野台、西栗原、明王） 

５．西地域 （座間、新田宿、四ツ谷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 章   地区別構想 
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第 ４ 章  地域別構想 

 

本章では、市域を５つの地域に区分し、都市の将来像及び全体構想（分野別方針）を踏まえながら、各地

域が有する特性を活かした都市づくりを進めていくための方針を示します。 

地域区分は、学区や日常生活の核となる鉄道駅や拠点の分布状況等を考慮し、以下のように設定しま

す。 

 

■ 地域区分図 

 

 

北 地 域 小松原、相模が丘、広野台２丁目 

東 地 域 さがみ野、東原、ひばりが丘、南栗原 

中 央 東 地 域 栗原、栗原中央、相武台、広野台１丁目、緑ケ丘 

中 央 西 地 域 入谷西、入谷東、立野台、西栗原、明王 

西 地 域 座間、新田宿、四ツ谷 
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《参考》 生活環境に係る地域別の満足度と重要度 

座間市都市マスタープランの策定に当たり、これからの都市づくりに係る市民意向を把握すること

を目的として、まちづくりに関する市民アンケート調査を実施しました。 
 

調 査 対 象 
令和４年６月１日現在の各地区の人口比率を踏まえ、年代別に無作為で抽出

した１８歳以上８０歳未満の市民３，０００名。 

調 査 期 間 令和４年（２０２２年）６月１４日から７月１５日まで 

実 施 方 法 ゆうメールによる配布・郵送による回収 

回 収 率 37.8％ （配布数：３，０００票、回収数：１,１３５票） 

 

当該アンケート調査のうち、各地域の生活環境について、都市づくりに係る項目ごとに「満足度」と

「重要度」をたずねる項目があります。この項目に対する回答を基に、以下の計算式により「満足度指

数」と「重要度指数」を設定しています。 

 

［満足度指数 ＝ Ａ ÷ Ｂ］ 

Ａ ＝ 「満足している」の回答数×２点 + 「一応満足している」の回答数×１点 

+ 「どちらでもない」の回答数×０点 + 「やや不満である」の回答数×-１点 

+ 「不満である」の回答数×-２点 

Ｂ ＝ 「無回答」を除く全回答数 
 

［重要度指数 ＝ Ｃ ÷ Ｄ］ 

Ｃ ＝ 「重要である」の回答数×２点+「やや重要である」の回答数×１点 

+ 「どちらでもない」の回答数×０点 + 「あまり重要でない」の回答数×-１点 

+ 「重要でない」の回答数×-２点 

Ｄ ＝ 「無回答」を除く全回答数 

 

上記の計算式から得られる「満足度指

数」及び「重要度指数」の値は、「満足して

いる」または「重要である」への回答数が多

いほどプラスになり、「不満である」または

「重要でない」への回答数が多いほどマイ

ナスになります。 

したがって、各地域の平均値より「重要度

指数」の値が高く、「満足度指数」の値が低

い項目については、当該地域の「重点改善

施策」として捉えることができます。 

 

  

重要度指数が高く 

満足度指数が低い 

 

重点改善施策 

重要度指数が高く 

満足度指数が高い 

 

重点維持施策 

重要度指数が低く 

満足度指数が低い 

 

改善施策 

重要度指数が低く 

満足度指数が高い 

 

維持施策 

低い    ←    満足度指数    →    高い 

高
い 

 
 
 

← 
 
 
 

重
要
度
指
数 

 
 
 

→ 
 
 
 

低
い 

 

（平均値） 

（平
均
値
） 
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■北地域 

 

■東地域 

 

■中央東地域 

 

■中央西地域 

 

■西地域 

 

 

 
 

資料：まちづくりに関する市民アンケート調査結果 
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ア 通勤・通学の便利さ チ 緑地の管理・保全

イ 鉄道の利用しやすさ ツ 農地の管理・保全

ウ 路線バスの利用しやすさ テ 河川の整備

エ 自動車の利用しやすさ ト 景観の美しさ

オ 自転車の利用しやすさ ナ 歴史・文化資源の保全・活用

カ 買い物の便利さ ニ 宅地の広さやゆとり

キ 市役所など行政窓口の充実 ヌ 住宅と工場等の混在

ク 病院など医療・福祉施設の充実 ネ 騒音、悪臭などの公害対策

ケ 幹線道路 ノ 自然災害に対する防災対策

コ 生活道路 ハ 避難所・避難場所の整備

サ 歩道 ヒ 避難路の確保・整備

シ 雨水処理 フ 緊急車両が進入できる道路幅員

ス 公園 へ 交通安全対策

セ 学校などの教育施設 ホ 防犯対策

ソ 図書館などの文化施設 マ 空き家などの管理及び抑制対策

タ 体育館などのスポーツ施設

●
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１  北地域 （小松原、相模が丘、広野台2丁目） 
 

（１） 北地域の概況 
 

《概況》 

 本地域は、市の北東部に位置し、相模原台地の平

坦な地形に市街地が形成されている地域です。相

模原市の小田急相模原駅に隣接した市北部の玄関

口となっており、駅周辺には商業機能が集積して

います。幹線道路沿道には大型商業施設が立地し、

地域南部では工業地を中心とした土地利用で構成

されています。また、南北方向には、緑道として「相

模が丘仲よし小道」等が整備されています。 
 

《人口》 

 人口は２８,７９８人と市全体の２１.８％を占めてお

り、世帯数は１４,２９５世帯となっています。人口・

世帯数ともに増加傾向にあります。 
 

 人口は増加傾向にありますが、老年人口の割合が

高まっています。年少人口の割合は９.１％と全地

域で最も低くなっています。 
 

《土地利用》 

 「工業用地」が２５.５％、「商業用地」が９.６％と全

地域で最も高い割合を占めています。都市的土地

利用の合計は８４.６％と全地域で最も高く、自然的

土地利用の合計は１.５％と最も低くなっています。 

  

■ 地域別土地利用割合 

資料：令和３年度都市計画基礎調査 

■ 地域別人口・世帯数の推移 

 

3,342 3,917 3,715 3,266 2,806 2,634

18,864
20,460 19,707 19,217 18,645 17,919

1,931
2,752 3,974 5,325 6,452 7,199

24,140

27,186 27,528 28,027 28,186 28,798

10,061
11,668 11,939 12,733 13,239 14,295
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30,000

40,000
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■ 地域の位置 

資料：国勢調査 

写真 

■ 小田急相模原駅周辺 
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《市民意向》 

 「カ．買い物の便利さ」の満足度は、全地域で

最も高くなっています。「サ．歩道」や「フ．緊

急車両が進入できる道路幅員」、「コ．生活道

路」等が重点改善施策として抽出されていま

す。 
 

 地域で特に必要だと思う取組は「生活道路や

歩道の整備」が４２.０％と全地域の中で最も

高く、次いで「医療・福祉環境の充実」が３０.

７％となっています。他地域と比較すると、

「渋滞解消に向けた幹線道路の整備」が２３.

３％と高い割合を占めています。 
 

《ハザード情報》 

 本地域には河川洪水による浸水想定区域や、

土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区

域に指定されている区域はありません。 
 

 一部の住宅地や工業地が内水による浸水想

定区域に指定されています。 

  

■ 生活環境に係る地域別の満足度と重要度（再掲）※ 
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資料：令和４年市民アンケート調査 

 

■ 北地域で特に必要だと思う取組 （上位１２項目） 

 
資料：令和４年市民アンケート調査 

■ 北地域の防災ハザードマップ （令和４年度） 

 

 

 

 

 

※凡例について

は３㌻を参照 

資料：座間市防災ハザードマップ(令和３年３月版) 
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（２） 北地域の将来像 
 

 

  

 

 

新たに整備されたにぎわい交流拠点を中心とした広域に波及する魅力とにぎわいの創出に取り

組むとともに、小田急相模原駅周辺の生活交流拠点の機能強化や道路網の充実等、地域住民の利

便性や居住性の確保にも配慮した都市環境づくりを進めながら、交流・定住の両面から多くの人が

集まる地域づくりを目指します。 

 

（３） 北地域の地域づくり方針 
 

① にぎわいと交流の創出に向けた拠点づくり 
 

 小田急相模原駅周辺の拠点商業・業務地エリア及び沿道商業エリアは、本地域の生活交流拠点

であるとともに、市北部の玄関口としての役割も担うことから、引き続き多様な主体との連

携・協力を図りながら市街地再開発事業の推進に取り組み、地域住民の生活を支える商業機能

や交通結節機能の強化を目指します。 
 

 生活交流拠点にふさわしい活力とにぎわいの創出を図るため、市街地再開発事業と合わせて、

市街地のユニバーサルデザイン化やまちなか緑化等を推進し、魅力的な市街地環境づくりを目

指します。 
 

 大規模集客施設周辺は、周辺住民のみならず、市内外から多くの利用者が集まるにぎわい交

流拠点としての役割を担っています。市民の生活利便性を支えるとともに、本市の新たな魅力

とにぎわいを生み出す交流拠点として、「広野台二丁目地区地区計画」に基づいて、周辺環境

に配慮した商業業務環境の維持・保全を図ります。 

 

② 周辺環境と調和した安全・安心な居住環境の保全 
 

 居住ゾーンに指定されている地域北部の住宅地においては、良好な居住環境の保全に配慮し

ながら、周辺の多様な都市機能と一体となった利便性の高い市街地の形成を目指します。また、

建築物が密集している地域については、地域住民の理解・協力を得ながら、生活基盤の整備・

改良に資するまちづくりルールの導入について検討しながら、防災空間の確保に努めます。 
 

 産業振興エリア内に形成されている住宅地については、周辺の産業地の操業環境維持を前提

としながら、必要に応じて、居住環境の維持・改善に向けた地区計画や特別用途地区等の活用

について検討します。 
 

  

新たな魅力とにぎわいを創出する 人が集まる地域づくり 



 
 

座間市都市マスタープラン 

50 ｜ 

 住宅地としての魅力向上に向けて、地域住民との連携・協力を図りながら、公園・広場の適切な

維持・管理に取り組むとともに、新たな整備について検討します。また、本市の環境軸として位

置付けられる「相模が丘仲よし小道」については、市街地に潤いを与える緑の散策路として、Ｎ

ＰＯ等との連携・協力を図りながら、老朽樹木の更新や安全性・快適性の向上に努めます。 
 

 住宅地内に整備されている生活道路については、段差の解消によるバリアフリー化、障害物の

撤去等、歩行空間の確保・拡充に取り組むとともに、通過交通の流入抑制に向けて、警察や地

域住民との協議を進めながら、安全確保に向けた対策や一方通行等の交通規制の導入につい

て検討します。 

 

③ 産業機能の維持・充実 
 

 大規模工場が集積する地域南部の産業振興エリアは、その一部が本市の産業振興拠点に位置

付けられています。引き続き本市の産業と雇用を支える場として、地区計画等を活用した環境

整備を検討しながら、産業地としての機能の維持・向上に努めるとともに、産業構造の変化に

伴う将来的な企業の移転や撤退等も想定した、新たな企業誘致や土地利用転換等のあり方に

ついても検討を行います。 
 

 住宅地としての土地利用が混在する地域においては、事業者の理解・協力を得ながら、敷地内

の緑化や緩衝帯の設置等、周辺住宅地との調和に配慮した操業環境づくりを促進します。 

 

④ 円滑な移動と利便性を支える道路網の整備 
 

 大規模集客施設や物流施設等が集積する本地域では、交通量の増加による渋滞の発生が見込

まれることから、地域住民の安全・安心と円滑な移動の確保に向けて、道路の適切な維持と計

画的な整備に努めます。 
 

 都市計画道路３・５・１号町田厚木線や都市計画道路３・６・５号緑ヶ丘林間線等、既に事業化さ

れている都市計画道路については、関係機関との連携を図りながら、計画的な整備に取り組み

ます。 
 

 都市計画道路３・３・２号広野大塚線や都市計画道路３・４・３号相模原二ッ塚線については、関

係機関との連携を図りながら事業化に向けて検討します。 
 

 都市計画道路３・５・１号町田厚木線や都市計画道路３・６・９号相模台中央線等の主要道路の沿

道では、周辺の居住環境に配慮しながら、交通利便性を活かした商業・業務・サービス機能の誘

導を図ることで、地域の利便性向上に資する市街地の形成を目指します。 
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■ 北地域の地域づくり方針図 
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２  東地域 （さがみ野、東原、ひばりが丘、南栗原） 
 

（１） 東地域の概況 
 

《概況》 

 本地域は、市の南東部に位置し、地域北東部の工

業地を中心に市街地が形成されている地域です。

海老名市のさがみ野駅に隣接した市南部の玄関口

となっており、地域西部にかけて低層住宅地や中

層の住宅団地が見られます。東西方向には都市計

画道路３・３・１号国道 246 号大和厚木バイパス線

が通り、大規模工場や研究施設が立地しています。

また、南北方向には、「仲よし小道」が整備されてい

ます。 
 

《人口》 

 令和２年時点の人口は 34,125 人と市全体の

25.8％を占めており、世帯数は１４,９０２世帯とな

っています。人口・世帯数ともに全地域で最も多

く、人口はほぼ横ばいで推移しています。 
 

 人口が横ばい傾向にある中で、老年人口の割合は

高まっており、年少人口、生産年齢人口の割合は減

少傾向にあります。 
 

《土地利用》 

 「住宅用地」が４３.２％と全地域で最も高い割合を

占めています。また、「商業用地」等の割合も比較的

高くなっています。 

  
■ 地域別土地利用割合 

資料：令和３年度都市計画基礎調査 

写真 

■ さがみ野駅周辺 

■ 地域の位置 

■ 地域別人口・世帯数の推移 

 

5,328 5,343 5,142 4,874 4,404 4,086

23,842 24,288 23,631 22,944
21,434 20,949

2,184 3,106 4,699 6,175
7,717 8,545

31,363
32,829 33,575 34,126 33,825 34,125

10,845 11,968 12,696 13,514 14,005 14,902
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（人） （世帯数）

資料：国勢調査 
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《市民意向》 

 「カ．買い物の便利さ」や「イ．鉄道の利用しや

すさ」の満足度が高くなっています。「サ．歩

道」や「フ．緊急車両が進入できる道路幅員」、

「ク．病院など医療・福祉施設の充実」や「ヘ．

交通安全対策」等が重点改善項目として抽出

されています。 
 

 地域で特に必要だと思う取組は「医療・福祉

環境の充実」が３９.４％と全地域で最も高く、

次いで「生活道路や歩道の整備」が３０.１％

となっています。他地域と比較すると、「バス

等の公共交通の充実」が２４.１％と高い割合

を占めています。 
 

《想定される自然災害》 

 目久尻川沿いの市街地が洪水浸水想定区域

に指定されています。また、目久尻川周辺の

斜面緑地の一部が土砂災害警戒区域及び土

砂災害特別警戒区域に指定されています。 
 

 住宅地や工業地に内水浸水想定区域が点在

しています。 
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■ 生活環境に係る地域別の満足度と重要度（再掲）※ 

資料：令和４年市民アンケート調査 

 

■ 東地域で特に必要だと思う取組 （上位１２項目） 

 
資料：令和４年市民アンケート調査 

■ 東地域の防災ハザードマップ  

 

 

 

 

 

※凡例について

は３㌻を参照 

資料：座間市防災ハザードマップ(令和３年３月版) 
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（２） 東地域の将来像 
 

 

  

 

 

多くの市民の暮らしの場となる住宅地と、本市の産業を支える工場が集積する地域によって構

成される本地域においては、安全・安心な居住環境と工場・研究施設等の良好な操業環境の確保に

取り組みながら、お互いの調和がとれた利便性の高い地域づくりを目指します。 

 

（３） 東地域の地域づくり方針 
 

① 生活利便性を確保した居住環境づくり 
 

 さがみ野駅周辺の拠点商業・業務地エリアは、本地域の生活交流拠点としての役割を担うこと

から、地域住民の生活を支える商業・業務等の都市機能の維持とさらなる充実を促進するとと

もに、さがみの駅までのアクセス性の向上やバリアフリー化等に取り組みながら、利便性の高

い市街地の形成を目指します。 
 

 都市計画道路３・３・１号国道 246号大和厚木バイパス線や都市計画道路３・５・４号緑ヶ丘大塚

線等の主要道路の沿道に形成されている沿道住宅地エリアでは、居住環境の保全に配慮しな

がら、地域の利便性を高める市街地形成を目指します。 
 

 居住ゾーンのうち、「東原四丁目東原住宅地区地区計画」が指定されている住宅地については、

引き続き地区計画に基づく良好な居住環境の維持・保全を図ります。建築物が密集している地

域については、地域住民の理解・協力を得ながら、生活基盤の整備・改良に資する地区計画等

のまちづくりルールの導入について検討しながら、防災空間の確保に努めます。 
 

 

② 良好な操業環境の保全 
  
 先端技術産業施設の集積地にふさわしい環境形成を目的とした「座間東原ハイテクパーク地区

地区計画」が指定されている産業振興拠点については、引き続き地区計画に基づいた操業環

境の保全に取り組みます。それ以外の産業振興エリアにおいても、産業・研究機能の維持・向上

に向けた地区計画の活用等、必要な環境整備について検討します。 
 

 住宅地と隣接する地域においては、事業者の理解・協力を得ながら、敷地内の緑化や緩衝帯の

設置等、周辺住宅地との調和に配慮した操業環境づくりを促進します。 

 

  

暮らしと産業が調和した 利便性の高い地域づくり 
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③ 安全・安心に暮らせる都市環境づくり 
 

 大規模集客施設へのアクセス路となる都市計画道路３・５・５号南広野東原線については、交通

量の増加による渋滞が発生しています。渋滞解消に向けて、関係機関との連携を図りながら、

南北を繋ぐ新たな路線となる都市計画道路３・３・２号広野大塚線の事業化に向けた検討や、東

西軸となる都市計画道路３・４・５号座間南林間線の整備を促進するとともに、通過交通の流入

抑制に向けて、警察や地域住民との協議を進めながら、交通規制の導入について検討します。 
 

 本地域には小中学校や高校が多数立地しています。子どもたちが安全・安心に通学することが

できるように、ゾーン３０及びゾーン３０プラスの指定、一方通行の導入等、地域住民や関係機

関との調整を図りながら、通学路の安全性の確保に努めます。 
 

 本市の環境軸として位置付けられる目久尻川やその周辺の斜面緑地、仲よし小道については、

身近に潤いを感じることができる貴重な空間として、多様な主体との連携・協力を図りながら、

計画的な環境整備と適切な維持・管理に向けた取組に努めます。 
 

 洪水浸水想定区域となっている目久尻川沿いの市街地においては、安全・安心な生活環境の

確保に向けて、公共下水道（雨水）や雨水流出抑制施設の計画的な整備を推進します。また、

土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に指定されている斜面地等の周辺地域につい

ては、関係機関との連携を図りながら、危険情報等の速やかな発信を行うことで、より安全な

避難誘導に努めます。 

  



 
 

座間市都市マスタープラン 

56 ｜ 

■ 東地域の地域づくり方針図 

 



 
 

座間市都市マスタープラン 

 

｜ 57 

 

３  中央東地域 （栗原、栗原中央、相武台、広野台 1丁目、緑ケ丘） 
 

（１） 中央東地域の概況 
 

《概況》 

 本地域は、市の北部から中央部に位置し、相模原

台地と座間丘陵にまたがる起伏に富んだ地形を有

する地域です。市役所をはじめとした行政・文化機

能や、相武台前駅周辺の都市機能を中心に、低層

住宅地や中高層住宅地が広がっています。また、地

域中央部は市街化調整区域となっており、芹沢公

園等の交流拠点や、目久尻川沿いの親水空間、帯

状に連なる斜面緑地等の多様な自然環境が見られ

ます。 
 

《人口》 

 令和２年時点の人口は 31,409 人と市全体の２３.

７％を占めており、世帯数は１４,２２７世帯となって

います。人口・世帯数ともに増加傾向にあり、平成

２７年から令和２年までの増加率が全地域で最も

高くなっています。 
 

 全地域の中で唯一、年少人口、生産年齢人口とも

に増加しており、老年人口の割合は２３.９％と全地

域で最も低くなっています。 
 

《土地利用》 

 都市的土地利用では、「工業用地」や「公共用地」の

割合が比較的高くなっています。 

  
■ 地域別土地利用割合 ■ 地域別人口・世帯数の推移 

 

3,852 3,993 4,007 4,012 3,891 3,901

20,214 20,500 20,672 19,693
18,707 19,186

2,353 3,209 4,646 5,795 6,738 7,501
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資料：令和３年度都市計画基礎調査 

■ 地域の位置 

資料：国勢調査 

写真 

■ 相武台前駅周辺 
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《市民意向》 

 「イ．鉄道の利用しやすさ」の満足度は、隣接

する中央西地域とともに全地域で最も高く

なっています。「サ．歩道」や「フ．緊急車両が

進入できる道路幅員」、「ヘ．交通安全対策」

等が重点改善項目として抽出されています。 
 

 地域で特に必要だと思う取組は「生活道路や

歩道の整備」が３４.８％と最も高くなってい

ます。「駅周辺の活性化や環境整備」や「居住

環境の維持・向上」、「子どもの育成環境の向

上」についても、他地域よりも比較的高い割

合を占めています。 
 

《想定される自然災害》 

 目久尻川沿いの市街地が洪水浸水想定区域

に指定されており、栗原遊水地周辺では

0.5m～3.0ｍ未満の浸水深が想定されて

います。目久尻川や公園周辺の斜面緑地や

市街地内の斜面地の一部は土砂災害警戒区

域及び土砂災害特別警戒区域に指定されて

います。 
 

 市街化調整区域や大規模工業用地の一部に

まとまった内水浸水想定区域が指定されて

います。 
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■ 生活環境に係る地域別の満足度と重要度（再掲）※ 

資料：令和４年市民アンケート調査 

 

■ 中央東地域で特に必要だと思う取組 （上位１２項目） 

 
資料：令和４年市民アンケート調査 

■ 中央東地域の防災ハザードマップ  

 

 

 

 

 

※凡例について

は３㌻を参照 

資料：座間市防災ハザードマップ(令和３年３月版) 
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（２） 中央東地域の将来像 
 

 

 

 

 

商業・業務、行政・文化、防災・健康等、市民生活を支える様々な都市機能が集積し、それらの多様

なサービスを享受できる良好な住宅地が形成されている本地域においては、引き続き都市機能の

維持・充実や居住環境の確保に取り組むとともに、「都市の中庭」となる栗原東部地区での適切な

土地利用を目指します。 

 

（３） 中央東地域の地域づくり方針 
 

① 市民生活を支える多様な拠点機能の維持・充実 
 

 相武台前駅周辺の拠点商業・業務地エリア及び沿道商業エリアについては、本地域の生活交流

拠点であるとともに、本市の中心的な玄関口としての役割も担っています。引き続き市民や来

訪者の利便性を支える都市機能の維持・充実を図るとともに、鉄道・バスを中心とした交通結

節機能の拡充に取り組みながら、にぎわいと魅力創出を目指します。また、地権者や周辺住民、

事業者等の多様な主体との連携・協力を図りながら、将来的な市街地開発事業による面的整

備を推進します。 
 

 本市の行政・文化拠点となる市役所周辺については、事務所地区の指定に基づいて、誰もが利

用しやすい業務地環境の維持・向上を図ります。 
 

 本市の防災・健康拠点となるキャンプ座間返還跡地については、消防本部・署と総合病院によ

る防災・医療機能、市民体育館（スカイアリーナ座間）と大坂台公園、スカイグリーンパークが一

体となったスポーツ・交流機能等があり、本市の防災と市民の健康を支える既存機能の維持を

図ります。 
 

 産業振興拠点周辺については、引き続き本市の産業と雇用を支える場として、地区計画等を

活用した環境整備を検討しながら、産業地としての機能の維持・向上に努めるとともに、産業

構造の変化に伴う将来的な企業の移転や撤退等も想定した、新たな企業誘致や土地利用転換

等のあり方について検討します。 

 

② 利便性の高い安全・安心な居住環境づくり 
 

 居住ゾーンにおいては、多様なサービスが享受可能な本地域の特性を活かした、利便性の高い

住宅地の形成を目指します。また、「緑ケ丘第一住宅地区地区計画」及び「緑ケ丘地区地区計画」

が指定されている住宅地については、引き続き地区計画に基づく良好な居住環境の維持・保

全を図ります。 
 

  

都市の活力と快適な暮らしを支える地域づくり 
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 洪水浸水想定区域となっている目久尻川沿いの住宅地においては、安全・安心な生活環境の

確保に向けて、公共下水道（雨水）や雨水流出抑制施設の計画的な整備を推進します。また、土

砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に指定されている斜面地等の周辺地域について

は、関係機関との連携を図りながら、危険情報等の速やかな発信を行うことで、より安全な避

難誘導に努めます。 
 

 住宅地内に整備されている生活道路については、歩道の確保、段差の解消等によるバリアフリ

ー化、障害物の撤去等、誰もが安全に利用できる歩行空間の整備・拡充に取り組みます。 

 

③ みどりを活かした潤いのある都市環境づくり 
 

 本市の自然景観拠点として位置付けられる芹沢公園及びかにが沢公園等の大規模公園につい

ては、市民の憩いと安らぎの場、交流やレクリエーションの場、災害時の活用等、様々な役割を

担うことから、引き続き周辺住民や自治会、関係団体等の多様な主体との連携・協力を図りな

がら、適正な維持・管理に努めます。 
 

 施設の老朽化が課題となっている芹沢公園においては、公園の主な利用者となる周辺住民と

の協働を図りながら、世代ごとのニーズに対応した公園機能の見直しや施設の入れ替え等、更

なる利用促進に資する芹沢公園再整備事業を推進します。 
 

 本市の環境軸として位置付けられる目久尻川やその周辺の斜面緑地については、身近に潤い

を感じることができる貴重な空間として、多様な主体との連携・協力を図りながら、計画的な

環境整備と適切な維持・管理に努めます。 

 

④ 栗原東部地区における計画的な土地利用の推進 
 

 市街化調整区域に指定されている栗原東部地区については、芹沢公園をはじめ、斜面緑地や

農地、遊水池等、豊かな地域資源の保全・活用により、「都市の中庭」としての魅力の向上に努

めるとともに、本市の生産環境や生活環境の向上による暮らしやすい地域づくりを目指します。 
 

 目久尻川沿いの一般住宅地エリアについては、市街化調整区域における地区計画等を活用し

ながら、周辺の自然環境と調和した居住環境の保全を図ります。また、洪水浸水想定区域や土

砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域にも指定されていることから、関係機関との連携

を図りながら、安全・安心な生活環境の整備に努めます。 
 

 栗原東部地区の幹線道路の一つである市道３８号線については、より安全性を高めるため、整

備・改良を推進します。また、栗原東部のみならず、本市の新たな南北軸となる都市計画道路

３・３・２号広野大塚線については、関係機関との連携を図りながら検討します。 
 

 主要道路沿道の産業振興エリアについては、市街化調整区域における地区計画等を活用しな

がら、生活利便施設や地域の産業活性化に資する施設等の立地を検討します。 
 

 農業振興エリアについては、優良農地の積極的な利用に基づいた適切な管理・保全と、遊休農

地の担い手による耕作の促進を図ります。田園共生エリアに点在する既存集落については、周

辺の営農環境や地域コミュニティの維持を図ります。 
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■ 中央東地域の地域づくり方針図 
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４  中央西地域 （入谷西、入谷東、立野台、西栗原、明王） 
 

（１） 中央西地域の概況 
 

《概況》 

 本地域は、市の中央部から南部に位置し、座間丘

陵と相模川沖積低地にまたがった地域です。地域

中心部の座間駅周辺では、低層住宅地や中高層住

宅地が形成されています。また、座間谷戸山公園

周辺や入谷駅周辺等が市街化調整区域となってお

り、鈴鹿・長宿地区の街並みや相模川段丘沿いの

湧水地、斜面緑地等、歴史的・自然的特性を活かし

た景観の保全が図られています。 
 

《人口》 

 令和２年時点の人口は２６,７０６人と市全体の２０.

２％を占めており、世帯数は１２,３７９世帯となって

います。世帯数は緩やかな増加傾向にありますが、

人口はほぼ横ばいで推移しています。 
 

 老年人口の割合は２７.７％と全地域の中で最も高

く、生産年齢の割合は５８.５％と全地域の中で最も

低くなっています。 
 

《土地利用》 

 他地域に比べ、都市的土地利用に対する「住宅用

地」の割合が比較的高くなっています。また、他地

域に比べ「公共空地」や「山林」の割合が高くなって

います。 

  
■ 地域別土地利用割合 

資料：令和３年度都市計画基礎調査 

■ 地域の位置 

資料：国勢調査 

写真 

■ 座間駅周辺 

■ 地域別人口・世帯数の推移 

 

4,233 4,043 3,540 3,327 2,965 2,937

19,636 19,911
18,975

17,890
16,177 15,615

2,343 3,236 4,405 5,491
6,837 7,392

26,213 27,275 26,975 26,813 26,237 26,706

9,566 10,432 10,830 11,160 11,582 12,379
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《市民意向》 

 「イ．鉄道の利用しやすさ」の満足度は、隣接

する中央東地域とともに全地域で最も高く

なっています。「サ．歩道」や「ヘ．交通安全対

策」、「ホ．防犯対策」等が重点改善項目とし

て抽出されています。 
 

 地域で特に必要だと思う取組は「駅周辺の活

性化や環境整備」が３７.７％と全地域で最も

高く、次いで「医療・福祉環境の充実」が３０.

８％となっています。他地域と比較すると、

「商業の活性化」が２２.７％と高い割合を占

めています。 
 

《想定される自然災害》 

 用水路周辺の住宅地や田園地域が洪水浸水

想定区域に指定されています。相模川緑地

保全地区や公園周辺の斜面緑地の一部は土

砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域

に指定されています。 
 

 住宅地に内水浸水想定区域が点在していま

す。 
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■ 生活環境に係る地域別の満足度と重要度（再掲）※ 

資料：令和４年市民アンケート調査 

 

■ 中央西地域で特に必要だと思う取組 （上位１２項目） 

 
資料：令和４年市民アンケート調査 

■ 中央西地域の防災ハザードマップ  

 

 

 

 

 

※凡例について

は３㌻を参照 

資料：座間市防災ハザードマップ(令和３年３月版) 
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（２） 中央西地域の将来像 
 

 

  

 

 

駅周辺を中心とした生活利便性やにぎわいの確保、安全・安心な居住環境の形成に取り組むとと

もに、鈴鹿・長宿地区の歴史的な街並みや座間谷戸山公園、まとまった樹林地等、本地域の恵まれ

た地域資源を活かした、どこにいても歴史・文化やみどりを感じることができる魅力的な地域づく

りを目指します。 

 

（３） 中央西地域の地域づくり方針 
 

① 市民生活を支える駅周辺の活性化 
 

 座間駅周辺の拠点商業・業務地エリア及び沿道商業エリアは、本地域の生活交流拠点であると

ともに、市西部の玄関口としての役割も担うことから、地域住民や来訪者の利便性を支える商

業・業務機能の強化や交通結節機能の維持・拡充に取り組むとともに、駅周辺のユニバーサル

デザイン化や緑化等を推進しながら、魅力ある商業地の形成を目指します。 
 

 入谷駅周辺については、周辺が市街化調整区域に指定されているため、積極的な都市的土地

利用は展開されていません。将来的に、ＪＲ相模線複線化の具体化等、社会動向に大きな変化

が生じた場合は、状況に応じて地域にふさわしい土地利用をあらためて検討します。 
 

 

② 地域の魅力を高める地域資源の保全・継承 
 

 本市の自然景観拠点となる「鈴鹿・長宿特定景観計画地区」については、引き続き地域住民と

の協働による環境づくりを促進し、建築物の規制・誘導に取り組みながら、旧来の集落の面影

を残す歴史・文化的景観の保全・継承を図ります。 
 

 市内外から多くの利用者が訪れる座間谷戸山公園も、本市の自然景観拠点として位置付けて

います。貴重な谷戸の自然環境を保全した「自然生態観察公園（アーバンエコロジーパーク）」と

して、引き続き多様な主体との連携・協力を図りながら、更なる活用促進を目指します。 
 

 本地域の良好な自然的景観を構成する斜面林やまとまった樹林地については、適切な維持・管

理を図ります。特別緑地保全地区に基づく「相模川緑地保全地区」については、環境軸を構成

する貴重な緑資源となることから、引き続き制度に基づく制限を行いながら、将来にわたって

良好な緑地空間の保全を図ります。また、市内に点在する私有林についても、地権者等の理解

と協力を得ながら、適切な維持管理を求めていきます。 

 

 

 

 

 

歴史・文化・みどりが息づく 活力ある地域づくり 
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③ 安全・安心で快適な暮らしを支える都市環境づくり 
 

 本市の東西方向の骨格軸となる都市計画道路３・４・５号座間南林間線については、広域的な

交流機能に加え、圏央道の圏央厚木インターチェンジ及び厚木 PA スマートインターチェンジへ

のアクセス道路としての役割も担っていることから、関係機関と連携しながら、一部事業化さ

れた区間は整備を促進し、残区間についても事業化に向けた取組を推進します。 
 

 都市計画道路３・４・２号相武台入谷線や都市計画道路３・５・４号緑ヶ丘大塚線等、既に事業化

されている都市計画道路については、関係機関との連携を図りながら、計画的な整備を検討し

ます。 
 

 地域南部の用水路周辺の農地や住宅地は、一部が洪水浸水想定区域となっています。公共下

水道（雨水）や雨水流出抑制施設の計画的な整備を推進するとともに、保水・遊水機能を有す

る農地や緑地等の適切な管理・保全を図りながら、大雨等による浸水被害の軽減を目指します。 
 

 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に指定されている相模川段丘に残る斜面緑地

については、関係機関との連携を図りながら危険情報等の速やかな発信を行うことで、より安

全な避難誘導に努めます。 
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■ 中央西地域の地域づくり方針図 
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５  西地域 （座間、新田宿、四ツ谷） 
 

（１） 西地域の概況 
 

《概況》 

 本地域は、市の西部に位置し、主に低層住宅地や

農地で構成される地域です。地域東部や中央部を

除く広い範囲が市街化調整区域となっており、相

模川沖積低地を中心に田園風景が広がっています。

地域中央部では鳩川、西部では相模川が南北方向

に流れ、相模川河川敷ではグラウンドや多目的広

場が整備されています。また、東西方向に通る都市

計画道路３・４・５号座間南林間線は、市内から圏央

道へのアクセス道路となっています。 
 

《人口》 

 令和２年時点の人口は１１,１８４人と市全体の８.５％

を占めており、世帯数は４,４５４世帯となっていま

す。人口・世帯数ともに緩やかに増加しています。 
 

 人口は増加傾向にありますが、老年人口の割合が

高まっています。年少人口は微減ですが、その割合

は１２.５％と全地域で最も高くなっています。 
 

《土地利用》 

 「田」が 21.0%、「畑」が 18.8%と自然的土地利用

の割合が全地域で最も高くなっています。一方で、

都市的土地利用に占める「住宅用地」の割合が最も

高くなっています。 

  
■ 地域別土地利用割合 

資料：令和３年度都市計画基礎調査 

■ 地域の位置 

資料：国勢調査 

写真 

■ 良好な田園風景 

■ 地域別人口・世帯数の推移 

 

1,683 1,668 1,563 1,433 1,411 1,399
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《市民意向》 

 「エ．自動車の利用しやすさ」の満足度が高く

なっていますが、満足度平均は－０.０３と全

地域で最も低くなっています。「サ．歩道」や

「ヘ．交通安全対策」、「ホ．防犯対策」、「ヒ．避

難路の確保・整備」等が重点改善項目として

抽出されています。 
 

 地域で特に必要だと思う取組は「医療・福祉

環境の充実」が３６.６％で最も高くなってい

ます。他地域と比較すると、「居住環境の維

持・向上」と「浸水など災害対策の強化」がと

もに２８.７％と全地区で最も高い割合を占め

ています。 
 

《想定される自然災害》 

 相模川と鳩川に挟まれた低地部のほぼ全域

が洪水浸水想定区域に指定されています。

キャンプ座間周辺の斜面地の一部は土砂災

害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に指

定されています。 
 

 市街化調整区域に広がる田園部や住宅地に

まとまった内水浸水想定区域が指定されて

います。 
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■ 生活環境に係る地域別の満足度と重要度（再掲）※ 

資料：令和４年市民アンケート調査 

 

■ 西地域で特に必要だと思う取組 （上位１２項目） 

 
資料：令和４年市民アンケート調査 

■ 西地域の防災ハザードマップ  

 

 

 

 

 

※凡例について

は３㌻を参照 

資料：座間市防災ハザードマップ(令和３年３月版) 
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（２） 西地域の将来像 
 

 

  

 

 

田園地域としての特性を有する本地域においては、相模川や鳩川、農地といった豊かな水とみど

りの保全・活用を図るとともに、自然との共生に十分に配慮しながら、誰もが安全・安心で快適に住

み続けることができる地域づくりを目指します。 

 

（３） 西地域の地域づくり方針 
 

① 田園と共生した安全・安心な居住環境づくり 
 

 本地域は、西側に一級河川相模川が、東側に鳩川が南北方向に流れており、地域のほぼ全域が

洪水浸水想定区域となっています。地域住民が、安全・安心に住み続けることができるように、

公共下水道（雨水）や雨水流出抑制施設の計画的な整備を推進するとともに、保水・遊水機能

を有する農地の適切な管理・保全を図りながら、大雨等による浸水被害の軽減を目指します。 
 

 一般住宅地エリアでは、一部で旧来の市街地の面影を感じられる歴史的な街並みが残されて

います。周辺に広がる田園環境との調和を図りながら、必要に応じて地区計画等の活用に向け

た検討・支援を行います。 
 

 一般住宅地エリア内に多数指定されている生産緑地地区については、地権者との調整を図り

ながら、市街地における継続的な営農の場として、また、周辺住民に潤いを提供する緑の空間

として、その維持・存続に努めます。 
 

 田園共生エリアに点在する既存集落については、周辺の営農環境や地域コミュニティの維持を

図ります。 

 

② 豊かな自然環境の保全・活用 
 

 本地域に広がる優良農地については、優良農地の積極的な利用に基づいた適切な管理・保全

を図ります。また、農業生産基盤の整備・改修を進めながら、保水・遊水機能や水源の涵養、生

態系の保全や良好な景観の形成等、農地が有する多面的機能を発揮できる環境づくりに努め

ます。 
 

 本地域の西部を流れる相模川は、周辺の田園空間とともに大きな広がりを感じられる魅力的

な親水空間を形成しています。引き続き関係機関との連携を図りながら、適切な維持・管理を

促進します。 
 

 本市の自然景観拠点となる座架依橋周辺では、市民の憩いの場や農業交流、スポーツ・レクリ

エーションの場としての活用に向けて、関係機関との連携を図りながら検討します。 

 

 

水とみどりと暮らしが共生した 美しい地域づくり 
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③ 地域を繋ぐネットワークづくり 
 

 地域の大半が市街化調整区域に指定されている本地域では、商業・業務、医療・福祉等、地域

内で充足していない都市機能やサービスを、周辺地域や隣接都市が有する機能で適切に補完

していくことが必要となることから、本地域と市内外の各拠点を円滑に繋ぐネットワークづくり

に努めます。 
 

 本市の東西方向の骨格軸となる都市計画道路３・４・５号座間南林間線については、広域的な

交流機能に加え、圏央道の圏央厚木インターチェンジ及び厚木 PA スマートインターチェンジへ

のアクセス道路としての役割も担っていることから、関係機関と連携しながら、一部事業化さ

れた区間は整備を促進し、残区間についても事業化に向けた取組を推進します。 
 

 都市計画道路３・４・２号相武台入谷線や都市計画道路３・５・１号町田厚木線等の既に事業化さ

れている都市計画道路については、関係機関との連携を図りながら、計画的な整備に取り組み

ます。 
 

 本市の環境軸となる相模川の沿川においては、良好な親水空間を活かしたさがみグリーンライ

ン自転車道の整備に向けて、引き続き関係機関に対する要望を行います。また、特別緑地保全

地区に基づく「相模川緑地保全地区」についても、制度に基づく制限を行いながら、地域を繋ぐ

連続した緑地空間として保全を図ります。 
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■ 西地域の地域づくり方針図 
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１．多様な主体との連携・協力 

２．効果的な都市づくりの推進 

３．計画の適切な進行管理と見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ５ 章   都市づくりの推進方策 
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第 ５ 章  都市づくりの推進方策 

 

本章では、計画で掲げた都市の将来像や各種方針・施策の実現に向けて、これからの都市づくりの進め

方や考え方を示します。 

 

１  多様な主体との連携・協力 
 

（１） 共創による都市づくりの推進 
 

本市では、これまでも「市民」、「事業者」、「行政」が相互に連携しながら、それぞれが役割や責任を担

い合い、お互いの特性や能力を発揮しながら、効果的なまちづくりに取り組んできたところです。本計

画においても、全体構想（分野別方針）及び地域別構想の中で、多様な主体との連携・協力を軸とした

方針・施策を多く位置付けています。 

今後も、本計画で掲げた目指すべき都市の姿を共有しながら、連携・協力に基づいた 『共創』 による

都市づくりに向けて、それぞれの立場に応じた積極的かつ主体的な取組の実践を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

市 民 
 

住 民 

自治会 

ＮＰＯ等 

行 政 
 

座間市 

周辺自治体 

県・国 

事業者 
 

企 業 

鉄 道 

バス等 

☑ 都市づくりへの理解・協力 

☑ 関係法令の遵守 

☑ 継続的な都市づくり活動への参加 

☑ 地域の課題解決や魅力向上に資す

る主体的な活動の展開 

☑ 各種計画や事業の決定・変更・推進 

☑ 都市基盤の計画的な整備 

☑ 都市づくり制度の導入 

☑ 多様な主体との連携・協力の促進に

向けた支援 

☑ 専門性を活かした都市づくり活動 

☑ 方針を踏まえた建築・開発行為 

☑ 社会貢献活動（CSR）の実施 

☑ 関係法令の遵守 

市
民
の
役
割 

行
政
の
役
割 

事
業
者
の
役
割 
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２  効果的な都市づくりの推進 
 

（１） 適切な都市づくり手法の選択 
 

本市が目指す都市づくりを実現していくためには、本計画で掲げた方針に基づいて、都市計画法に

基づく各種制度や都市計画事業の実施、条例による市独自の規制・誘導方策等、それぞれの特性や役

割を踏まえた、適切な都市づくり手法を選択していく必要があります。 

市民や事業者等、多様な主体との連携・協力を図りながら、目的に応じて都市づくり手法を複合的

に選択・活用していくことで、計画的な都市づくりを推進します。 
 

■ 本市での活用が想定される都市づくりの手法の例 

区 分 主な都市づくり手法 

規
制
・誘
導
手
法 

法に基づく 

規制・誘導手法 

県  区域区分（線引き制度） 

市 

【地域地区】 

 用途地域、特別用途地区、高度利用地区、防火地域及

び準防火地域、事務所地区、生産緑地地区、特別緑地

保全地区 等 

【その他】 

 地区計画、建築協定、開発許可制度、景観計画 等 

市独自に定める規制・誘導手法  まちづくり条例、景観条例 等 

市民・事業者等による 

自主的なまちづくりのルール 

 エリアマネジメント、任意の協定やガイドライン 等 

※都市計画提案制度の活用により、法に基づく規制・  

誘導手法として都市計画決定される場合もある。 

都市計画事業 
 土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路事業、  

公園・緑地事業、下水道事業 等 

 

（2） 推進体制の充実 
 

本計画で位置付けた都市づくりを推進していくためには、都市計画分野のみならず、産業・観光、教

育・文化、医療・福祉等、都市づくりを支える様々な分野との連携が必要不可欠です。庁内の関係各課

との情報共有を図りながら、具体施策・事業の展開に向けた庁内の横断的な組織体制の構築等、推進

体制の充実に努めます。 

また、都市経営の効率化や多様化する市民ニーズを踏まえ、周辺自治体と連携可能な行政サービス

や都市機能の役割分担等、広域連携の強化について検討するとともに、民間活力を活用した市街地環

境の整備・改善や新たな公共サービスの提供等、官民の連携・協力による都市づくりを推進し、質の高

い市民サービスの提供に努めます。 

 

  

「高度利用地区」７９㌻を参照 
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３  計画の適切な進行管理と見直し 
 

（１） 計画の進行管理の考え方 
 

これからの本市の都市づくりは、本計画で位置付けた各種方針に基づいて、個別計画の立案、事業

の実施、都市計画の決定・変更等、具体的な取組が進められていくこととなります。 

個々の計画立案や事業実施を効果的に進めていく

ためには、計画の適切な進行管理が重要となること

から、都市計画基礎調査や下位計画である各個別計

画の進捗結果等、複数の要素を用いて確認していき

ます。 

計画の進行管理に当たっては、計画（Plan）を、実

行に移し（Do）、その効果を点検・評価し（Check）、

必要に応じて改善し（Action）、次の計画（Plan）へ

つなげていく 「ＰＤＣＡサイクル」 を回しながら、計画

の継続的な改善に取り組みます。 

 

（2） 計画の柔軟な見直し 
 

本計画は、２０年先を見据えつつ、概ね１０年先の令和１４年（２０３２年）度を目標とした長期的な計

画となります。 

そのため、計画期間内には、本市を取り巻く社会経済情勢の大きな変化や都市づくりに係る上位計

画や関係法令の改正等、計画内容の見直しが必要となる状況も予想されることから、PDCA サイクル

の中で、状況に応じた柔軟な見直しを行います。 

 

 

  

 

改善・見直し 

計画の策定・改訂 

評価・点検 

施策・事業展開 

「PDCA サイクル」８１㌻を参照 
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１．用語集 
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１．用語集 

あ 行 
 

IoT 

Internet of Things（モノのインターネット）

の略。コンピューター等の情報・通信機器だけで

なく、世の中に存在する様々な物体（モノ）に通

信機能を持たせ、インターネットに接続したり、

相互に通信することにより、自動認識や自動制

御、遠隔計測等を行うこと。 

 

雨水流出抑制施設 

雨水を一時的に貯留し、又は地下に浸透させ

る機能を有する排水施設であって、放流先の排

出能力に応じて適切に雨水を排出するために設

置されるもの。 

 

AI 

人工的に作られた知能のことで、言語の理解

や推論、問題解決等の知的行動を人間に代わっ

てコンピューターに行わせる技術。 

 

SDGｓ 

Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓの略

称。平成２７（２０１５）年９月の国連サミットで採

択された持続可能な開発目標のこと。令和１２（２

０３０）年に向けた、人と地球の幸せのための行

動計画。 

 

NPO 

Nonprofit Organization（非営利団体）の

略。政府や私企業とは独立した存在として、住

民・民間の支援の下で社会的な公益活動を行う

組織・団体。 

 

エリアマネジメント 

地域における良好な環境や地域の価値を維

持・向上させるための、住民・事業主・地権者等

による主体的な取組。地域美化や、イベントの開

催、地域プロモーションの展開といった取組が

挙げられる。 

 

か 行 
 

狭あいな道路 

主に、幅員が４ｍ未満である狭い私道等。 

 

狭さく 

通行車両の走行速度抑制のために車線幅員

を前後より縮小する箇所。 

 

緊急輸送道路 

災害直後から、避難・救助をはじめ、物資供

給等の応急活動のために、緊急車両の通行を確

保すべき重要な路線で、高速自動車国道や一般

国道及びこれらを連絡する幹線的な道路。 

 

区域区分（線引き制度） 

都市計画区域を市街化区域と市街化調整区

域に区分して、無秩序な市街化を防止し、計画

的な市街化を図ることを目的としている。区域区

分をするかどうかは、都道府県の判断による。 

 

グリーンインフラストラクチャー 

米国で発案された社会資本整備手法で、自

然環境が有する多様な機能を、社会における

様々な課題解決に活用する考え方。 

 

グリーンスローモビリティ 

時速２０㎞未満で公道を走る事が可能な４人

乗り以上の電動パブリックモビリティのこと。 

 

経営耕地面積 

農家（個人・法人を含む）が経営する耕地（田、

畑及び樹園地の計）の面積。 

 

建築協定 

住宅地としての環境または、商店街としての

利便を高度に維持増進する等のため、土地所有

者等の全員の合意によって、建築基準法に決め

られた最低限の基準に加え、それ以上のきめ細

かい基準を定めて、互いに守りあっていくことを

約束する制度。 

 

公共下水道 

主として市街地における下水を排除し、または

処理するために地方公共団体が管理する下水

道で、終末処理場を有するもの、または 流域下

水道に接続するもの。 
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高度利用地区 

用途地域内の市街地において、土地の合理

的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図

るために、建築物の容積率の最高・最低限度、

建ぺい率の最高限度、建築面積の最低限度、壁

面の位置制限等を定めた地区。 

 

さ 行 
 

座間市ゼロカーボンシティ宣言 

「２０５０年までに二酸化炭素排出量の実質ゼ

ロ」を目指し、市民・団体・事業者と協働して地

球温暖化対策の取組を進めていくことを宣言し

たもの。 

 

CSR 

Corporate Social Responsibility の略。

一般的に「企業の社会的責任」と訳され、環境保

全活動や寄付等、収益を追求しない社会貢献活

動全般を指す。 

 

シームレス 

「継ぎ目のない」という意味で、転じて複数の

サービス間のバリアをとり除き、容易に複数のサ

ービスを利用することができることを指す。 

 

シェアリングサービス 

物品を多くの人と共有したり、個人間で貸し

借りをしたりする際の仲介を行うサービスの総

称。 

 

市街化区域 

都市計画法に基づく制度で、都市計画区域の

中で既に市街地を形成している区域、もしくは

今後、優先的かつ計画的に市街化を図るべき区

域のこと。 

 

市街化調整区域 

都市計画法に基づく制度で、都市計画区域の

中で自然環境や農業等を保全するために市街

化を抑制する区域のこと。 

 

市街地開発事業 

計画的な市街地の形成や既成市街地の整備

を図るため、道路、公園、下水道等の公共施設

の整備とあわせて宅地の利用促進、建築物の整

備を一体的かつ総合的に進める事業。土地区画

整理事業や市街地再開発事業等がある。 

 

自給的農家 

経営耕地面積が３０アール未満かつ農産物販

売金額が年間５０万円未満の農家。 

 

自主財源 

市が自主的に収入できる財源。 

 

自主防災組織 

防災訓練の実施等、平常時から災害に対する

備えを普及啓発するとともに、災害時には市民

等の安否確認及び避難誘導等を実施する組織。 

 

事務所地区 

特別用途地区の一つで、事務所や行政機関、

企業の本・支店等が集中するエリアを対象に、

その中枢管理機能やサービス機能の集積を促

進し、事務効率の向上を図ることを目的に、区市

町村が指定した地区のこと。 

 

隅切り 

二辺が道路に接する角地を敷地として利用す

る場合に、その接する角の一部分を空地にする

こと。 

 

生産緑地地区 

都市計画に定める地域地区の一つ。市街化

区域内にある農地等で、良好な生活環境の確保

に相当の効用があり、かつ、公共施設等の敷地

の用に供する土地として適しているものが指定

され、開発行為等が規制される。 

 

セーフティネット 

あらかじめ予想される危険や損害の発生に備

えて、被害の回避や最小限化を図る目的で準備

される制度やしくみ。 

 

総合計画 

地方自治体が総合的かつ計画的な行政運営

を行っていくための基本となる計画で、都市の

将来像やまちづくりの基本的な方向性、具体的

な施策等を定めたもの。自治体の各種計画の最

上位に位置する計画であり、住民や行政におけ

るまちづくりの共通の指針となる。 
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ゾーン３０ 

生活道路における歩行者等の安全な通行を

確保することを目的として、区域（ゾーン）を定め

て最高速度３０㎞/ｈの速度規制を実施するとと

もに、その他の安全対策を必要に応じて組み合

わせて、ゾーン内における速度の抑制や抜け道

として通行する車両の抑制等を図る安全施策。 

 

ゾーン３０プラス 

最高速度３０km/ｈの区域規制のほか、交通

実態に応じて区域内における大型通行禁止、一

方通行等の各種交通規制を実施するとともに、

ハンプ（路面をなめらかに盛り上げた構造物）や

スムーズ横断歩道などの物理的デバイスを適切

に組み合わせた安全施策。 

 

Society5.0 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間

（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、

経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間

中心の社会のこと。 

 

た 行 
 

脱炭素社会 

地球温暖化の原因と考えられる二酸化炭素

の排出量を実質ゼロにする社会のこと。令和２

年１０月に菅義偉内閣総理大臣が「２０５０年まで

に、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにす

る、すなわち２０５０年カーボンニュートラル、脱

炭素社会の実現を目指す」ことを宣言した。 

 

地区計画 

都市計画法に基づき、住民の生活に身近な

「地区」を単位として、道路、公園等の施設の配

置や建築物の建て方等について、地区特性に応

じてきめ細やかなルールを定めるまちづくりの計

画。 

 

地方税 

市民税や固定資産税等の市に納められる税金。 

 

昼間人口 

ある地域の昼間の人口のこと。当該地域に住

んでいる人口（常住人口）と、他の地域から通

勤・通学してくる人口（流入人口）を足したもの

から、他の地域へ通勤・通学する人口（流出人口）

を引いたもの。 

 

昼夜間人口比率 

夜間人口（常住人口）を１００％とした場合の

地区内就業者・就学者を含めた昼間の人口の

比率。 

 

低床型ノンステップバス 

床面を超低床構造として乗降ステップをなく

し、高齢者や児童にも乗り降りが容易なバス。 

 

デマンド型交通 

バスや電車等のようにあらかじめ決まった時

間帯に決まった停留所を回るのではなく、予約

を入れて指定された時間に指定された場所へ送

迎する交通サービスのこと。 

 

道路附属施設 

道路管理者が設置する安全施設（ガードレー

ル、ガードパイプ、カーブミラー、道路照明、白線、

非常電話、耐震計等）、標識施設（案内標識、警

戒標識）、植樹帯を指す。 

 

特別用途地区 

用途地域が指定されているエリアに重ねて指

定されるもので、用途地域の制限だけでは不十

分な場合に、更に細かい制限を加えたり、緩め

たりする地区のこと。 

 

特別緑地保全地区 

都市緑地法に基づき、豊かな緑を未来へ継承

するために、都市において良好な自然的環境を

形成している緑地を指定するもの。 

 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

（都市計画区域マスタープラン）  
都道府県において、人口、人や物の動き、土

地の利用のしかた、公共施設の整備等について

将来の見通しや目標を明らかにし、将来のまち

をどのようにしていきたいかを定めるもの。具体

的には、「都市計画の目標」、「区域区分（市街化

区域と市街化調整区域との区分）の決定の有無

（当該区分を決めるときはその方針）」、「土地利

用、都市施設の整備及び市街地開発事業に関

する主要な都市計画の決定の方針」を定める。 
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都市計画道路 

都市計画で定める都市施設の一つで、都市

計画決定された道路のこと。都市計画道路は、

都市の骨格を形成するとともに、都市の自動車

交通体系の根幹となる道路であることから、将

来の都市の発展状況や交通需要等に対応する

よう決定される。また、道路整備に先立って都市

計画決定することにより、将来の道路体系や道

路として必要な区域を明らかにしている。 

 

都市公園 

都市公園法に基づく公園で、都市計画施設と

して地方公共団体が設置する公園・緑地、もしく

は地方公共団体が都市計画区域内において設

置する公園・緑地のこと。その目的に応じて、近

所にある小規模な公園から県立公園のような大

規模な公園まで、様々な種類の公園がある。 

 

は 行 
 

ハザードマップ 

地震や大雨等による浸水被害、土砂災害等の

災害に対して、各地域が有する危険性を地図上

に表示したもの。 

 

バリアフリー 

高齢者や障がい者が生活する上で行動の妨

げとなるバリア（障壁）を取り去った生活空間や

環境のあり方。 

 

販売農家 

経営耕地面積が３０アール以上又は農産物販

売金額が５０万円以上の農家。 

 

ＰＤＣＡサイクル 

「Plan（計画）」、「Do（実行）」、「Check（評

価）」、「Action（改善）」のそれぞれの頭文字を

取ったもので、業務改善や業務効率化、それに

よって生産性向上を図るための考え方。Planか

らDo、Checkと順に続けて行い、最後のステッ

プであるＡｃｔｉｏｎまで終わったところで、また最

初のPlan に戻る一連の循環を指す。 

 

 

 

 

 

 

 

ヒートアイランド 

都市部の気温が郊外と比較して高くなる現象。

都市部でのエネルギー消費量の増加や緑地の

減少、ビル等の構造物が熱をため込むこと、道

路がアスファルトやコンクリートで固められてい

るために、地表面からの水分蒸発が少なくなる

こと等によって起こる。 

 

扶助費 

生活保護、児童手当、医療扶助等に支出され

る経費。 

 

防火地域・準防火地域 

市街地において、火災に強いまちづくりを進

めるために建築物の構造等を定めるもの。防火

地域は、地域内の建築物を不燃化する地域で、

主に耐火構造にする必要がある。準防火地域は

防火地域に準ずる地域で、建築物等の防火性

能を集団的に向上させ、火災の延焼拡大を抑制

するため、建築物の規模に応じて耐火・準耐火

構造等にすることが必要となる。 

 

ま 行 
 

MaaS 

Mobility as a Service の略。ICTを活用

して交通をクラウド化し、公共交通か否か、また

その運営主体にかかわらず、マイカー以外のす

べての交通手段によるモビリティ（移動）を 1 つ

のサービスとして捉え、シームレスにつなぐ新た

な「移動」の概念。 

 

モビリティ・マネジメント 

一人一人のモビリティ（移動）が、社会的にも

個人的にも望ましい方向（過度な自動車利用か

ら公共交通等を適切に利用する等）に変化する

ことを促す、コミュニケーションを中心とした交

通政策。 

 

や 行 
 

夜間人口 

その地域に住んでいる人口のこと。 

 

ユニバーサルデザイン 

障がいの有無や年齢、性別、体格等に関わら

ず、施設や製品、環境等がすべての人にとって

使いやすく考えられたデザインのこと。 
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用途地域 
都市計画法に基づく制度で、良好な都市環境

の形成に向けた土地利用に関する基本的な区

域を示すもので、住居系、商業系、工業系等、誘

導すべき土地利用の目的に応じて 1３ 種類の地

域に区分される。用途地域内では、主に建築基

準法令の規定に基づき、建築物の用途や形態等

が制限される。 

 

 



 

 

 




